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村
議
会
だ
よ
り

多
良
間
村

編
集
後
記

春
め
い
た
季
節
も
過
ぎ
、い
よ
い

よ
夏
本
番
へ
と
近
づ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、コ
ロ
ナ
禍
は
、治
ま

る
気
配
を
み
せ
ず
、全
国
的
に
は
、

ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

よ
う
で
す
。そ
し
て
、こ
の
島
に
も

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
お
り
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。み
ん

な
で
協
力
し
２
度
と
発
生
の
な
い

よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、

島
の
２
大
祭
り
で
あ
る
ス
ツ
ウ
プ

ナ
カ
が
盛
大
に
、楽
し
く
行
わ
れ

る
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

議
会
広
報
委
員
長

豊
見
山

　常
和

表
紙
写
真
の
紹
介

３
月
12
日
、中
学
校
卒
業
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。多
良
間
村
は
、高
校

が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
７
名
の
生
徒

が
15
の
旅
立
ち
を

し
ま
し
た
。

事
務
局
人
事

４
月
１
日
に
辞
令
交
付
が

あ
り
、仲
間
智
也
さ
ん
が

議
会
事
務
局
長
代
行
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。円
滑
な

議
会
運
営
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

亀
川
竜
矢
さ
ん

土
木
建
設
課
へ
異
動

安
里
姫
花
さ
ん

教
育
委
員
会
へ
異
動

3
月
11
日
に
議
場
に
て
、
沖

縄
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
か

ら
森
山
実
夫
議
員
に
自
治
功
労

の
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

福
嶺
常
夫
議
長
が
代
読
を
務

め
ま
し
た
。

森
山
実
夫
議
員
は
、
2
期

（
8
年
）
に
わ
た
り
、
多
良
間

村
議
長
を
務
め
ま
し
た
。

福
嶺
常
夫
議
長
か
ら
の
挨
拶

長
年
に
わ
た

り
、議
会
活
動
に

専
念
さ
れ
、村
の

発
展
と
村
民
の
福

祉
向
上
に
尽
力
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

村
議
会
議
長
を
歴
任
し
、議
会
の
円
滑
な
運
営

と
議
会
改
革
に
努
め
、議
会
権
能
を
発
揮
さ

れ
、村
の
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
そ
の
功
績

は
、地
域
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。森

山
実
夫
氏
の
更
な
る
、活
躍
、取
り
組
み
を
お

願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

森
山
実
夫
議
員
か
ら
の
挨
拶

こ
の
度
は
、か

く
も
栄
え
あ
る
表

彰
の
栄
に
浴
し
、

誠
に
光
栄
に
存
じ

ま
す
。こ
の
感
激

を
肝
に
銘
じ
決
意

を
新
た
に
し
て
、な
お
一
層
の
努
力
を
決
意
し

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。今
後
と
も
皆
様
の

ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。そ
し
て
、村
民
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議 会 ト ピ ッ ク

2022 年 3月定例会

自治功労者の表彰



修正決議の提出
安里三喜男議員、垣花幸徳議員、豊見城玄弘議員
から修正動議が提出されました。起立採決により可
否が同数となり、議長裁決によって可決されました。

新
年
度
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
３
月
定
例
会
。
初
日
に
は
村
長
か
ら
「
未
来
の
大
き
な
実
り
・
可
能
性
を
信
じ
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た

気
持
ち
で
と
も
に
乗
り
越
え
る
こ
と
で
、
大
き
な
未
来
を
創
造
し
、
皆
で
変
化
を
起
こ
せ
る
、
そ
う
信
じ
て
い
ま
す
。
先
行
き
を
見

通
す
こ
と
が
難
し
い
不
安
定
な
時
代
の
中
に
お
い
て
も
、
持
続
可
能
な
多
良
間
村
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
常
に
変
化
に
迅
速
に
対

応
し
、
変
革
へ
と
つ
な
い
で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
施
政
方
針
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
議
会
は
、
新
年
度
当
初
予
算
の
ほ

か
令
和
３
年
度
の
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
報
告
等
合
わ
せ
１８
件
が
提
出
さ
れ
、
議
会
で
審
議
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

前
年
度
比
1
億
3

6
，１
０
３
千
円（
4・37
％
）減

 ３１
億
１

６
，１
４
３
千
円
を
修
正
可
決

令和4年度 
一般会計

 令和4年度一般会計当初予算 （単位：千円、△ はマイナス）

区分 2022年度 2021年度 対前年度
増減額

増減率
（％）

構成比
（％）

歳

入

村 税 88,488 87,304 1,184 0.0 2.8
地 方 譲 与 税 36,104 31,155 4,949 0.2 1.2
利 子 割 交 付 金 29 33 △  4 △  0.1 0.0
配 当 割 交 付 金 101 118 △  17 △  0.1 0.0
株式等譲渡所得割交付金 96 105 △  9 △  0.1 0.0
法人事業税交付金 676 415 261 0.0 0.0
地方消費税交付金 22,013 21,317 696 0.0 0.7
環境性能割交付金 3,072 2,531 541 0.2 0.1
地 方 特 例 交 付 金 100 100 0 0.0 0.0
地 方 交 付 税 1,050,000 1,000,000 50,000 0.1 33.7
分担金及び負担金 25,180 27,175 △  1,995 △  0.1 0.8
使用料及び手数料 128,092 57,506 70,586 1.2 4.1
国 庫 支 出 金 730,885 305,551 425,334 1.4 23.5
県 支 出 金 465,743 846,015 △  380,272 △  0.4 14.9
財 産 収 入 953 953 0 0.0 0.0
寄 附 金 50,001 50,001 0 0.0 1.6
繰 入 金 30,909 634,416 △  603,507 △  1.0 1.0
繰 越 金 1 1 0 0.0 0.0
諸 収 入 26,334 29,611 △  3,277 △  0.1 0.8
村 債 457,366 157,939 299,427 1.9 14.7
合 計 3,116,143 3,252,246 △  136,103 △  0.0 100.0

歳

出

議 会 費 45,070 43,642 1,428 0.0 1.4
総 務 費 685,939 1,588,271 △  902,332 △  0.6 22.0
民 生 費 171,787 175,049 △  3,262 △  0.0 5.5
衛 生 費 498,600 188,636 309,964 1.6 16.0
農 林 水 産 業 費 803,824 484,107 319,717 0.7 25.8
商 工 費 67,266 147,584 △  80,318 △  0.5 2.2
土 木 費 359,430 155,452 203,978 1.3 11.5
消 防 費 15,833 12,156 3,677 0.3 0.5
教 育 費 195,585 203,314 △  7,729 △  0.0 6.3
公 債 費 254,949 250,035 4,914 0.0 8.2
予 備 費 17,860 4,000 13,860 3.5 0.6
合 計 3,116,143 3,252,246 △  136,103 △  0.0 100.0

 令和4年度当初予算総括表
 （単位：千円、△ はマイナス）

会計名 2022年度 2021年度 対前年度
増減額

増減率
（％）

一 般 会 計 3,116,143 3,252,246 △ 136,103 △ 0.04
特 別 会 計 363,361 361,236 2,125 0.01

国民健康
保険事業 126,139 135,214 △ 9,075 △ 0.07

簡 易 水
道 事 業 102,313 91,159 11,154 0.12

介護保険 124,562 124,009 553 0.00
後期高齢者 10,347 10,854 △ 507 △ 0.05

３歳出
（款）７ 商工費 （項）１ 商工費 （単位：千円）

目
本
年
度

前
年
度

比
較

本年度の財源内訳

説明

特定財源

一般
財源 区分 金額

国
県
支
出
金

地
方
債

そ
の
他

3
観
光
費

34,868 34,703 18
負担金・
補助金及
び交付金

5,716
013 （一社）多良間村
ふしゃぬふ観光協会
補助金

2,300
16,160

48,728 48,563 19,576

計67,266 △ 80,318 47,182
81,126 △ 66,458 61,042

（款）１４ 予備費 （項）１予備費 （単位：千円）

目
本
年
度

前
年
度

比
較

本年度の財源内訳

説明

特定財源

一般
財源 区分 金額

国
県
支
出
金

地
方
債

そ
の
他

1
予
備
費

17,860 13,860 17,860 29
予備費 

17,860 001予備費
17,860

4,0004,000 4,000 4,000

繰越明許費とは？
歳出予算の経費のうち、その性質又は予算
成立後の事由に基づき、年度内にその支出
を終わらない見込みのあるものについて、
予算の定めるところにより、翌年度に繰越
して使用する経費のこと。

令和３年 度繰越明許費
 （単位：千円）

款 項 事業名

２　総務費 １　総務管理費

転出転入手続きワンストップ対応作業 1,672 

新型コロナ沖縄振興特定事業推進費市町村負担金 7,948 

多良間村トゥブリ道整備事業 94,681 

４　衛生費 １　保健衛生費
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業 5,310 

新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金 2,054 

６　農林水産業費 １　農業費

農業委員会情報収集等業務効率化支援事業備品購入費 120 

沖縄製糖業体制強化対策事業基本計画・基本設計業務 4,000 

旧パン工場改修工事　修繕費 3,500 

測量設計委託費（多良間第2地区） 10,200 

不発弾等事前探査事業（迎原地区、高瀬第1地区） 17,500 

測量設計委託費（大神地区） 33,500 

６　農林水産業
費

１　農業費

農業基盤整備促進事業（迎原地区） 16,500 

農業基盤整備促進事業（高瀬第1地区） 106,500 

離島活性化推進事業（農産物保存施設整備事業：施設整備） 12,800 

離島活性化推進事業（農産物保存施設整備事業：機械整備）
備品購入費 2,000 

電柱補償費（迎原地区） 3,000 

３　水産業費
水産基盤整備事業委託業務 3,000 

多良間漁港航路標識補修工事 2,000 

８　土木費
１　土木管理費 たらぴん公園整備設計委託業務 5,000 

４　住宅費 コンテナハウス建設工事 20,658 

合　計 351,943 

3 2多良間村議会だより 多良間村議会だより



修正決議の提出
安里三喜男議員、垣花幸徳議員、豊見城玄弘議員
から修正動議が提出されました。起立採決により可
否が同数となり、議長裁決によって可決されました。
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増減額

増減率
（％）

一 般 会 計 3,116,143 3,252,246 △ 136,103 △ 0.04
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国
県
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他
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4,0004,000 4,000 4,000
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歳出予算の経費のうち、その性質又は予算
成立後の事由に基づき、年度内にその支出
を終わらない見込みのあるものについて、
予算の定めるところにより、翌年度に繰越
して使用する経費のこと。

令和３年 度繰越明許費
 （単位：千円）

款 項 事業名

２　総務費 １　総務管理費

転出転入手続きワンストップ対応作業 1,672 

新型コロナ沖縄振興特定事業推進費市町村負担金 7,948 

多良間村トゥブリ道整備事業 94,681 

４　衛生費 １　保健衛生費
新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業 5,310 

新型コロナウイルスワクチン接種対策費国庫負担金 2,054 

６　農林水産業費 １　農業費

農業委員会情報収集等業務効率化支援事業備品購入費 120 

沖縄製糖業体制強化対策事業基本計画・基本設計業務 4,000 

旧パン工場改修工事　修繕費 3,500 

測量設計委託費（多良間第2地区） 10,200 

不発弾等事前探査事業（迎原地区、高瀬第1地区） 17,500 

測量設計委託費（大神地区） 33,500 

６　農林水産業
費

１　農業費

農業基盤整備促進事業（迎原地区） 16,500 

農業基盤整備促進事業（高瀬第1地区） 106,500 

離島活性化推進事業（農産物保存施設整備事業：施設整備） 12,800 

離島活性化推進事業（農産物保存施設整備事業：機械整備）
備品購入費 2,000 

電柱補償費（迎原地区） 3,000 

３　水産業費
水産基盤整備事業委託業務 3,000 

多良間漁港航路標識補修工事 2,000 

８　土木費
１　土木管理費 たらぴん公園整備設計委託業務 5,000 

４　住宅費 コンテナハウス建設工事 20,658 

合　計 351,943 
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村
の
債
権
管
理
に
つ
い
て

　
人
口
減
少
等
に
よ
る
村
税
収
入
の
減

少
。
そ
の
一
方
で
、
急
速
な
少
子
高
齢
化

の
進
展
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
加
に
よ

り
、
厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
中
で
、
自
主
財
源
の
確
保
は
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
適
正
な
債
権

管
理
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
ツ
ケ
が
滞

納
額
に
表
れ
て
い
る
。

土
地
改
良
受
益
者
負
担
金
問
題

に
つ
い
て

　
村
長
は
土
地
改
良
受
益
者
負
担
金
に
つ

い
て
、
5
年
で
時
効
と
な
る
と
し
た
土
地

改
良
連
合
会
の
法
解
釈
を
否
定
し
た
。

　
資
料
を
配
付
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま

す
が
、
北
海
道
の
森
町
の
ニ
ュ
ー
ス
記
事

で
あ
る
。
こ
の
記
事
は
副
村
長
に
お
渡
し

た
の
で
、
村
長
も
情
報
を
共
有
さ
れ
て
い

る
と
思
う
の
で
、
こ
れ
ら
の
資
料
も
ご
覧

に
な
っ
た
上
で
の
塩
川
高
穴
地
区
の
土
地

改
良
受
益
者
負
担
金
問
題
に
つ
い
て
、
改

め
て
村
長
の
認
識
を
伺
い
た
い
。

村
長

　
た
だ
い
ま
議
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、

連
合
会
の
見
解
を
否
定
し
た
と
い
う
こ
と

は
な
い
。
私
は
賦
課
金
と
土
地
改
良
負
担

金
は
別
で
す
よ
と
い
う
話
を
し
た
。
で
す

か
ら
、
連
合
会
の
見
解
を
間
違
っ
て
い
る

と
か
、
否
定
し
た
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と

は
全
く
な
い
。
そ
れ
か
ら
、
高
穴
地
区
の

件
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
も
長
い
期
間
い
ろ

い
ろ
や
り
取
り
を
し
て
き
て
い
る
。
平
成

29
年
当
時
の
課
長
の
調
書
と
答
弁
に
よ
り

ま
す
と
、
そ
の
期
間
中
も
納
付
が
あ
っ
て

時
効
の
成
立
に
は
全
て
が
至
っ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
と
い
う
見
解
を
出
し
て
い
る
。

そ
う
い
う
形
で
来
て
い
る
と
私
も
認
識
を

し
て
い
る
。

村
営
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て

　
村
営
住
宅
使
用
料
に
つ
い
て
は
決
算
期

ご
と
に
監
査
員
か
ら
も
審
査
意
見
が
あ

る
が
、
な
か
な
か
改
善
さ
れ
な
い
。
村

営
住
宅
使
用
料
は
滞
納
分
が
累
積
し
て

7
3
8
万
円
余
に
な
っ
て
い
る
。
滞
納
分

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
徴
収
努
力
を
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
不
納
欠
損
が
こ
れ

ま
で
な
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

土
木
建
設
課
長

　
こ
れ
ま
で
不
納
欠
損
処
理
を
や
っ
て
い

な
く
て
先
送
り
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

使
用
料
に
関
す
る
民
法
1
6
9
条
は
、
確

定
判
決
ま
た
は
確
定
判
決
と
同
一
の
効
果

を
有
す
る
も
の
に
よ
っ
て
確
定
し
た
権
利

に
つ
い
て
は
、
10
年
よ
り
短
い
時
効
期
間

の
定
め
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
そ
の
効

力
は
10
年
と
す
る
と
な
っ
て
お
り
、
時
効

完
成
前
ま
た
は
援
用
が
な
い
場
合
は
、
欠

損
処
分
は
権
利
の
放
棄
と
な
り
、
議
決
事

項
と
な
っ
て
い
る
と
扱
う
べ
き
も
の
で
あ

る
と
な
っ
て
い
る
。

水
道
使
用
料
に
つ
い
て

　
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
令
和
2
年

度
の
決
算
ベ
ー
ス
で
7
0
0
万
円
余
の
収

入
未
済
額
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
ど
う
い

う
徴
収
努
力
を
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

不
納
欠
損
処
理
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

理
由
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

住
民
福
祉
課
長

　
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年

度
に
41
件
1
6
7
万
8
，0
0
0
円
を
不

能
欠
損
し
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

徴
収
は
担
当
が
変
わ
る
た
び
に
い
ろ
い
ろ

行
っ
て
い
る
。
滞
納
が
多
い
方
に
は
、
未

納
水
道
料
金
が
あ
り
ま
す
の
で
早
め
に

納
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
通
知
を

出
し
て
い
る
。
令
和
4
年
1
月
末
時
点

で
1
0
1
万
9
，0
0
0
円
の
滞
納
分
を

徴
収
し
て
い
る
。
現
在
は
6
1
5
万
8
，

0
0
0
円
余
の
未
済
額
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
督
促
を
出
し
た
り
出
さ
な
か
っ

た
り
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
が
、
今
後
さ

ら
に
法
令
に
の
っ
と
っ
て
対
応
し
て
い
き

た
い
。

月
島
機
械
と
の

裁
判
進
捗
状
況
は

　
こ
の
裁
判
は
、
2
年
前
か
ら
始
ま
り
、

現
在
12
回
目
の
裁
判
が
令
和
4
年
2
月
3

日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
終
結
の
見
え
な
い

裁
判
は
、
ど
こ
に
非
が
あ
る
か
今
後
の
流

れ
は
。

副
村
長

　
今
後
の
流
れ
と
し
て
は
、
ま
た
準
備
書

面
で
お
互
い
の
主
張
を
繰
り
返
し
行
っ
て

い
る
状
況
。
今
後
も
こ
の
状
況
が
続
く
。

最
終
的
に
裁
判
所
で
判
断
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

質
問

　
追
加
費
用
問
題
に
対
し
発
注
者
側
（
多

良
間
村
）
の
工
程
管
理
に
問
題
は
な
か
っ

た
の
か
。

副
村
長

　
工
程
会
議
の
中
で
今
回
、
建
築
の
方
が

社
会
的
条
件
自
然
的
条
件
等
々
で
遅
れ

て
、
そ
れ
に
伴
っ
て
機
械
設
置
工
事
が
遅

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
実
態
で
ご
ざ

い
ま
す
。

高
瀬
第
１
地
区
進
捗
状
況
に
 

つ
い
て

　
高
瀬
第
1
地
区
の
農
業
基
盤
整
備
促
進

事
業
の
件
で
す
が
、
こ
の
事
業
計
画
で
は

令
和
2
年
か
ら
令
和
4
年
ま
で
の
計
画
と

思
い
ま
す
が
。

土
木
建
設
課
長

　
令
和
3
年
度
の
工
区
内
で
作
付
見
直
し

の
要
望
等
が
あ
り
、
そ
の
際
、
当
初
予
算

区
域
の
変
更
等
で
令
和
4
年
度
の
工
事
完

了
が
困
難
と
な
り
現
在
、
県
と
残
事
業
費

の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

塩
川
地
区
の
畜
産
用
た
め
池
に

つ
い
て

　
現
在
、
本
村
の
畜
産
用
飲
料
水
は
ふ
る

さ
と
民
俗
学
習
館
前
に
あ
る
た
め
池
（
仲

筋
た
め
池
）
1
カ
所
し
か
利
用
で
き
な
い

状
態
に
あ
る
。
畜
産
農
家
か
ら
の
要
望
も

あ
り
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

産
業
経
済
課
長

　
畜
産
用
の
用
水
計
画
、
た
め
池
の
整
備

は
以
前
か
ら
県
の
畜
産
課
、
宮
古
の
畜
産

課
に
も
畜
産
関
連
の
事
業
等
の
メ
ニ
ュ
ー

は
な
い
か
調
べ
て
い
ま
す
。

問答

受
益
者
負
担
金
の
時
効

に
つ
い
て
の
認
識
は

全
て
が
至
っ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
と
の
見
解

問答

月
島
機
械
と
の

裁
判
進
捗
状
況
は

最
終
的
に

裁
判
所
で
判
断

森
も り

山
や ま

 実
さ ね

夫
お

　議員豊
と

見
み

山
や ま

 正
ただし

　議員

製糖工場製糖工場

ため池の水くみため池の水くみ
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収
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。
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が
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ケ
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滞
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は
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5
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で
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と
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の
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を
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資
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を
配
付
さ
せ
て
も
ら
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お
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ま
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が
、
北
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道
の
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の
ニ
ュ
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ス
記
事

で
あ
る
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こ
の
記
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は
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村
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に
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の
で
、
村
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も
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を
共
有
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と
思
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の
で
、
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の
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も
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高
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の
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改
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担
金
問
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に
つ
い
て
、
改
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て
村
長
の
認
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を
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た
い
。

村
長

　
た
だ
い
ま
議
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、

連
合
会
の
見
解
を
否
定
し
た
と
い
う
こ
と

は
な
い
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私
は
賦
課
金
と
土
地
改
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負
担

金
は
別
で
す
よ
と
い
う
話
を
し
た
。
で
す

か
ら
、
連
合
会
の
見
解
を
間
違
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て
い
る

と
か
、
否
定
し
た
と
か
、
そ
う
い
う
こ
と

は
全
く
な
い
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そ
れ
か
ら
、
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穴
地
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の
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で
す
が
、
こ
れ
ま
で
も
長
い
期
間
い
ろ
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や
り
取
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を
し
て
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て
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る
。
平
成

29
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当
時
の
課
長
の
調
書
と
答
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に
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り

ま
す
と
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の
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中
も
納
付
が
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と
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そ
う
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形
で
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る
と
私
も
認
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を

し
て
い
る
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村
営
住
宅
使
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に
つ
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て

　
村
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使
用
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に
つ
い
て
は
決
算
期

ご
と
に
監
査
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か
ら
も
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見
が
あ
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が
、
な
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か
改
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さ
れ
な
い
。
村

営
住
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使
用
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は
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納
分
が
累
積
し
て

7
3
8
万
円
余
に
な
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て
い
る
。
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納
分

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
徴
収
努
力
を
さ
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
不
納
欠
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が
こ
れ

ま
で
な
さ
れ
な
か
っ
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理
由
は
何
か
。

土
木
建
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課
長

　
こ
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で
不
納
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処
理
を
や
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て
い

な
く
て
先
送
り
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

使
用
料
に
関
す
る
民
法
1
6
9
条
は
、
確

定
判
決
ま
た
は
確
定
判
決
と
同
一
の
効
果

を
有
す
る
も
の
に
よ
っ
て
確
定
し
た
権
利

に
つ
い
て
は
、
10
年
よ
り
短
い
時
効
期
間

の
定
め
が
あ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
そ
の
効

力
は
10
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と
す
る
と
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て
お
り
、
時
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は
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が
な
い
場
合
は
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の
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と
扱
う
べ
き
も
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で
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と
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る
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は
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令
和
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収
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る
。

こ
れ
ま
で
督
促
を
出
し
た
り
出
さ
な
か
っ

た
り
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た
が
、
今
後
さ

ら
に
法
令
に
の
っ
と
っ
て
対
応
し
て
い
き

た
い
。

月
島
機
械
と
の

裁
判
進
捗
状
況
は

　
こ
の
裁
判
は
、
2
年
前
か
ら
始
ま
り
、

現
在
12
回
目
の
裁
判
が
令
和
4
年
2
月
3

日
に
行
わ
れ
て
い
る
。
終
結
の
見
え
な
い

裁
判
は
、
ど
こ
に
非
が
あ
る
か
今
後
の
流

れ
は
。

副
村
長

　
今
後
の
流
れ
と
し
て
は
、
ま
た
準
備
書

面
で
お
互
い
の
主
張
を
繰
り
返
し
行
っ
て

い
る
状
況
。
今
後
も
こ
の
状
況
が
続
く
。

最
終
的
に
裁
判
所
で
判
断
し
て
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

質
問

　
追
加
費
用
問
題
に
対
し
発
注
者
側
（
多

良
間
村
）
の
工
程
管
理
に
問
題
は
な
か
っ

た
の
か
。

副
村
長

　
工
程
会
議
の
中
で
今
回
、
建
築
の
方
が

社
会
的
条
件
自
然
的
条
件
等
々
で
遅
れ

て
、
そ
れ
に
伴
っ
て
機
械
設
置
工
事
が
遅

れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
が
実
態
で
ご
ざ

い
ま
す
。

高
瀬
第
１
地
区
進
捗
状
況
に
 

つ
い
て

　
高
瀬
第
1
地
区
の
農
業
基
盤
整
備
促
進

事
業
の
件
で
す
が
、
こ
の
事
業
計
画
で
は

令
和
2
年
か
ら
令
和
4
年
ま
で
の
計
画
と

思
い
ま
す
が
。

土
木
建
設
課
長

　
令
和
3
年
度
の
工
区
内
で
作
付
見
直
し

の
要
望
等
が
あ
り
、
そ
の
際
、
当
初
予
算

区
域
の
変
更
等
で
令
和
4
年
度
の
工
事
完

了
が
困
難
と
な
り
現
在
、
県
と
残
事
業
費

の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

塩
川
地
区
の
畜
産
用
た
め
池
に

つ
い
て

　
現
在
、
本
村
の
畜
産
用
飲
料
水
は
ふ
る

さ
と
民
俗
学
習
館
前
に
あ
る
た
め
池
（
仲

筋
た
め
池
）
1
カ
所
し
か
利
用
で
き
な
い

状
態
に
あ
る
。
畜
産
農
家
か
ら
の
要
望
も

あ
り
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

産
業
経
済
課
長

　
畜
産
用
の
用
水
計
画
、
た
め
池
の
整
備

は
以
前
か
ら
県
の
畜
産
課
、
宮
古
の
畜
産

課
に
も
畜
産
関
連
の
事
業
等
の
メ
ニ
ュ
ー

は
な
い
か
調
べ
て
い
ま
す
。

問答

受
益
者
負
担
金
の
時
効

に
つ
い
て
の
認
識
は

全
て
が
至
っ
て
い
る
と

は
言
え
な
い
と
の
見
解

問答

月
島
機
械
と
の

裁
判
進
捗
状
況
は

最
終
的
に

裁
判
所
で
判
断

森
も り

山
や ま

 実
さ ね

夫
お

　議員豊
と

見
み

山
や ま

 正
ただし

　議員

製糖工場製糖工場

ため池の水くみため池の水くみ
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代
替
道
路
新
設
は
で
き
な
い
か

　
普
天
間
港
線
の
道
路
の
代
替
道
路
の
新

設
が
で
き
な
い
か
伺
う
。
現
在
、
普
天
間

御
嶽
手
前
十
字
路
か
ら
港
湾
ま
で
の
約

1
0
0
m
の
区
間
、
木
々
が
生
い
茂
っ
て

地
上
高
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
荷
物
を
運

搬
す
る
車
な
ど
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る

中
で
、
コ
ン
テ
ナ
や
牛
の
運
搬
、
黒
糖
の

運
搬
と
か
に
非
常
に
不
便
を
来
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
樹
木
ト
ン
ネ
ル
に
な
っ
て

お
り
、
昼
間
で
あ
っ
て
も
薄
暗
く
て
ラ
イ

ト
を
点
け
な
い
と
い
け
な
い
状
況
で
あ
る
。

普
天
間
御
嶽
は
昭
和
49
年
に
村
指
定
史
跡

有
形
民
俗
天
然
記
念
物
に
指
定
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
木
を
切
り
倒
す
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
代
替
道
路

の
新
設
が
必
要
な
の
で
は
と
考
え
る
。
私

が
提
案
し
た
い
の
は
、
今
の
普
天
間
港
桟

橋
の
南
側
道
路
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
、
そ
の

ま
ま
一
周
道
路
に
延
ば
す
の
で
は
な
く
、

斜
め
に
し
た
道
路
の
新
設
が
必
要
と
思

う
。
現
在
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
か
ら
ま
っ
す

ぐ
に
延
び
る
道
路
は
あ
る
ん
で
す
が
急
勾

配
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
危
険

な
状
態
で
あ
る
。
荷
物
が
滑
り
落
ち
る
と

か
、
そ
う
い
う
状
況
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
よ
っ
て
、
新
た
に
造
る
と
し
た
ら

港
湾
の
桟
橋
の
南
側
道
路
を
そ
の
ま
ま
斜

め
に
、
一
周
道
路
に
延
ば
し
た
道
路
造
り

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
第
2
案
と
し
て
、

旧
桟
橋
と
今
の
港
湾
と
の
間
の
既
存
道
路

を
北
方
向
に
延
ば
し
て
、
マ
ツ
ク
ラ
の
塔

へ
の
道
路
を
利
用
し
て
御
嶽
を
迂
回
す
る

案
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
運
搬
車
の

シ
ャ
ー
シ
の
高
さ
が
大
体
1
・
25
m
、
コ

ン
テ
ナ
の
高
さ
が
2
・
9
m
あ
り
、
合
計

す
る
と
4
・
15
m
に
な
る
。
木
ま
で
の
高

さ
が
約
3
・
7
m
し
か
な
い
状
態
で
あ
る
。

そ
の
シ
ャ
ー
シ
に
コ
ン
テ
ナ
を
載
せ
た
場

合
既
に
40
セ
ン
チ
以
上
車
高
が
高
い
状

態
。
こ
の
状
態
で
御
嶽
前
の
道
路
を
走
る

と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き
な
い
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
有
形
民
俗
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
木
を
切
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
う
。
ど
う
し
て
も
新
た
な

道
路
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
考
え
る
が

伺
う
。

土
木
建
設
課
長

　
議
員
の
言
わ
れ
る
場
所
は
保
安
林
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
1
案
も
2
案
も

そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
文
化
財
保
護

委
員
会
、
あ
る
い
は
塩
川
字
会
等
、
関
係

機
関
等
と
の
調
整
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

要
望

　
今
、
船
着
場
か
ら
ま
っ
す
ぐ
延
び
る
道

路
が
あ
る
ん
で
す
が
、
一
周
道
路
に
そ
の

ま
ま
延
ば
す
の
で
は
な
く
斜
め
方
向
に
す

る
。
ま
っ
す
ぐ
陸
地
に
向
か
う
道
路
と
い

う
の
は
、
向
か
う
畑
と
か
に
対
し
て
海
風

が
直
接
あ
た
る
の
で
良
く
な
い
と
思
わ
れ

る
。
ま
っ
す
ぐ
の
道
路
で
は
な
く
、
斜
め

方
向
へ
の
道
路
を
造
っ
た
ほ
う
が
い
い
の

で
は
な
い
か
。
そ
の
辺
も
検
討
し
な
が
ら
、

普
天
間
御
嶽
前
道
路
の
代
替
（
道
路
）
を

検
討
し
て
欲
し
い
。

ラ
ン
パ
ー
ト
高
等
弁
務
官
の
碑

に
つ
い
て

　
旧
多
良
間
空
港
の
北
側
に
あ
る
ラ
ン

パ
ー
ト
高
等
弁
務
官
の
記
念
碑
で
す
が
、

1
9
7
0
年
に
来
島
さ
れ
た
と
き
に
本
村

の
離
島
苦
に
強
く
同
情
さ
れ
滑
走
路
建
設

が
始
ま
っ
た
。
そ
の
建
設
資
金
を
交
付
し
、

米
民
事
部
隊
ご
協
力
の
下
、
村
も
負
担
金

を
出
し
、
村
民
各
位
の
ご
支
援
に
よ
り
滑

走
路
が
完
成
し
た
と
書
い
て
あ
る
。
そ
の

ご
厚
意
に
対
し
て
、
村
民
と
し
て
永
久
に

感
謝
の
念
を
表
す
る
た
め
1
9
7
1
年
に

建
立
し
た
と
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
今
年
が
日

本
復
帰
50
年
目
の
節
目
に
当
た
る
が
、
そ

の
1
年
前
の
こ
と
で
す
。
い
つ
頃
か
ら
な

の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
雑
木
類
に
飲
み

込
ま
れ
た
格
好
で
、
最
近
ま
で
雑
木
林
の

中
で
し
た
。
今
、
草
地
造
成
工
事
で
雑
木

林
が
伐
開
さ
れ
、
そ
の
全
容
が
見
え
て
い

る
。
た
だ
、
そ
の
中
は
雑
木
が
ま
だ
残
っ

て
お
り
、
周
囲
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
も
一
部
壊

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て

保
全
に
向
け
た
考
え
は
な
い
の
か
。
ま
た

こ
の
記
念
碑
は
文
化
財
的
に
は
ど
の
位
置

づ
け
に
あ
る
の
か
伺
う
。

村
長

　
ラ
ン
パ
ー
ト
滑
走
路
の
記
念
碑
、
ラ
ン

パ
ー
ト
滑
走
路
が
完
成
し
た
の
が
私
た
ち

の
中
学
校
の
頃
で
す
の
で
、
よ
く
覚
え
て

お
り
ま
す
。
ナ
フ
シ
ャ
の
滑
走
路
で
し
た
。

向
こ
う
の
場
所
は
、
石
が
ご
ろ
ご
ろ
出
た
、

非
常
に
荒
れ
地
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い

う
土
地
を
き
れ
い
に
整
備
し
て
滑
走
路
が

で
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
多
良
間
で
は
村

民
願
望
の
滑
走
路
と
し
て
大
き
な
喜
び
と

期
待
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
頃
の

村
長
、
そ
し
て
議
長
の
思
い
は
、
村
民
の

気
持
ち
を
代
表
し
て
こ
の
ラ
ン
パ
ー
ト
の

碑
に
感
謝
の
心
を
表
し
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今

現
在
は
文
化
財
と
し
て
の
指
定
は
あ
り
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
ど
う
い
う
ふ
う
な
位
置

づ
け
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
、
私
も
申
し

上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
辺
は
、
今
後
ど

う
い
う
位
置
づ
け
で
活
用
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
を
こ
の
文
化
財
に
関
わ
る
人
た

ち
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
進
め
る
べ
き
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

要
望

　
こ
れ
か
ら
先
、
雑
木
林
に
飲
み
込
ま
れ

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
の
で
、

工
事
の
進
行
を
見
な
が
ら
保
全
の
ほ
う
も

進
め
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
記
念
碑
の
場

所
は
草
地
造
成
が
完
成
す
れ
ば
真
ん
中
あ

た
り
に
な
る
の
で
、
遊
歩
道
的
な
道
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。
私
も
何
名
か

の
方
に
ラ
ン
パ
ー
ト
高
等
弁
務
官
っ
て
分

か
り
ま
す
か
と
質
問
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

分
か
ら
な
い
と
い
う
方
が
多
か
っ
た
。
50

代
か
ら
上
の
方
し
か
、
ラ
ン
パ
ー
ト
高
等

弁
務
官
が
来
島
し
て
こ
う
い
っ
た
滑
走
路

を
造
っ
た
と
い
う
こ
と
は
分
か
ら
な
い
の

で
は
。
多
良
間
空
港
が
開
港
し
た
記
念
碑

だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
こ
れ
は
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
小
・
中
学
生
の

課
外
授
業
の
一
環
で
活
用
し
て
も
ら
い
、

周
知
し
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

問

普
天
間
線
代
替
道
路

新
設
に
つ
い
て

答

関
係
機
関
と
の

調
整
必
要

問

ラ
ン
パ
ー
ト
高
等
弁
務

官
の
碑
の
保
全
は

答

こ
の
文
化
財
に
関
わ
る

人
達
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
進
め
る

豊
と

見
み

山
や ま

 常
つ ね

和
か ず

　議員垣
か き  は な

花 幸
ゆ き の り

徳　議員

現在のランパート記念碑現在のランパート記念碑
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代
替
道
路
新
設
は
で
き
な
い
か

　
普
天
間
港
線
の
道
路
の
代
替
道
路
の
新

設
が
で
き
な
い
か
伺
う
。
現
在
、
普
天
間

御
嶽
手
前
十
字
路
か
ら
港
湾
ま
で
の
約

1
0
0
m
の
区
間
、
木
々
が
生
い
茂
っ
て

地
上
高
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
荷
物
を
運

搬
す
る
車
な
ど
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る

中
で
、
コ
ン
テ
ナ
や
牛
の
運
搬
、
黒
糖
の

運
搬
と
か
に
非
常
に
不
便
を
来
し
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
樹
木
ト
ン
ネ
ル
に
な
っ
て

お
り
、
昼
間
で
あ
っ
て
も
薄
暗
く
て
ラ
イ

ト
を
点
け
な
い
と
い
け
な
い
状
況
で
あ
る
。

普
天
間
御
嶽
は
昭
和
49
年
に
村
指
定
史
跡

有
形
民
俗
天
然
記
念
物
に
指
定
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
木
を
切
り
倒
す
こ
と
は
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
代
替
道
路

の
新
設
が
必
要
な
の
で
は
と
考
え
る
。
私

が
提
案
し
た
い
の
は
、
今
の
普
天
間
港
桟

橋
の
南
側
道
路
か
ら
ま
っ
す
ぐ
に
、
そ
の

ま
ま
一
周
道
路
に
延
ば
す
の
で
は
な
く
、

斜
め
に
し
た
道
路
の
新
設
が
必
要
と
思

う
。
現
在
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
か
ら
ま
っ
す

ぐ
に
延
び
る
道
路
は
あ
る
ん
で
す
が
急
勾

配
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
ま
ま
で
は
危
険

な
状
態
で
あ
る
。
荷
物
が
滑
り
落
ち
る
と

か
、
そ
う
い
う
状
況
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
よ
っ
て
、
新
た
に
造
る
と
し
た
ら

港
湾
の
桟
橋
の
南
側
道
路
を
そ
の
ま
ま
斜

め
に
、
一
周
道
路
に
延
ば
し
た
道
路
造
り

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
第
2
案
と
し
て
、

旧
桟
橋
と
今
の
港
湾
と
の
間
の
既
存
道
路

を
北
方
向
に
延
ば
し
て
、
マ
ツ
ク
ラ
の
塔

へ
の
道
路
を
利
用
し
て
御
嶽
を
迂
回
す
る

案
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
運
搬
車
の

シ
ャ
ー
シ
の
高
さ
が
大
体
1
・
25
m
、
コ

ン
テ
ナ
の
高
さ
が
2
・
9
m
あ
り
、
合
計

す
る
と
4
・
15
m
に
な
る
。
木
ま
で
の
高

さ
が
約
3
・
7
m
し
か
な
い
状
態
で
あ
る
。

そ
の
シ
ャ
ー
シ
に
コ
ン
テ
ナ
を
載
せ
た
場

合
既
に
40
セ
ン
チ
以
上
車
高
が
高
い
状

態
。
こ
の
状
態
で
御
嶽
前
の
道
路
を
走
る

と
い
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
き
な
い
と
思

わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
有
形
民
俗
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
木
を
切
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
う
。
ど
う
し
て
も
新
た
な

道
路
整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
考
え
る
が

伺
う
。

土
木
建
設
課
長

　
議
員
の
言
わ
れ
る
場
所
は
保
安
林
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
1
案
も
2
案
も

そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
文
化
財
保
護

委
員
会
、
あ
る
い
は
塩
川
字
会
等
、
関
係

機
関
等
と
の
調
整
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

要
望

　
今
、
船
着
場
か
ら
ま
っ
す
ぐ
延
び
る
道

路
が
あ
る
ん
で
す
が
、
一
周
道
路
に
そ
の

ま
ま
延
ば
す
の
で
は
な
く
斜
め
方
向
に
す

る
。
ま
っ
す
ぐ
陸
地
に
向
か
う
道
路
と
い

う
の
は
、
向
か
う
畑
と
か
に
対
し
て
海
風

が
直
接
あ
た
る
の
で
良
く
な
い
と
思
わ
れ

る
。
ま
っ
す
ぐ
の
道
路
で
は
な
く
、
斜
め

方
向
へ
の
道
路
を
造
っ
た
ほ
う
が
い
い
の

で
は
な
い
か
。
そ
の
辺
も
検
討
し
な
が
ら
、

普
天
間
御
嶽
前
道
路
の
代
替
（
道
路
）
を

検
討
し
て
欲
し
い
。

ラ
ン
パ
ー
ト
高
等
弁
務
官
の
碑

に
つ
い
て

　
旧
多
良
間
空
港
の
北
側
に
あ
る
ラ
ン

パ
ー
ト
高
等
弁
務
官
の
記
念
碑
で
す
が
、

1
9
7
0
年
に
来
島
さ
れ
た
と
き
に
本
村

の
離
島
苦
に
強
く
同
情
さ
れ
滑
走
路
建
設

が
始
ま
っ
た
。
そ
の
建
設
資
金
を
交
付
し
、

米
民
事
部
隊
ご
協
力
の
下
、
村
も
負
担
金

を
出
し
、
村
民
各
位
の
ご
支
援
に
よ
り
滑

走
路
が
完
成
し
た
と
書
い
て
あ
る
。
そ
の

ご
厚
意
に
対
し
て
、
村
民
と
し
て
永
久
に

感
謝
の
念
を
表
す
る
た
め
1
9
7
1
年
に

建
立
し
た
と
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
今
年
が
日

本
復
帰
50
年
目
の
節
目
に
当
た
る
が
、
そ

の
1
年
前
の
こ
と
で
す
。
い
つ
頃
か
ら
な

の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
雑
木
類
に
飲
み

込
ま
れ
た
格
好
で
、
最
近
ま
で
雑
木
林
の

中
で
し
た
。
今
、
草
地
造
成
工
事
で
雑
木

林
が
伐
開
さ
れ
、
そ
の
全
容
が
見
え
て
い

る
。
た
だ
、
そ
の
中
は
雑
木
が
ま
だ
残
っ

て
お
り
、
周
囲
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
も
一
部
壊

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
し
て

保
全
に
向
け
た
考
え
は
な
い
の
か
。
ま
た

こ
の
記
念
碑
は
文
化
財
的
に
は
ど
の
位
置

づ
け
に
あ
る
の
か
伺
う
。

村
長

　
ラ
ン
パ
ー
ト
滑
走
路
の
記
念
碑
、
ラ
ン

パ
ー
ト
滑
走
路
が
完
成
し
た
の
が
私
た
ち

の
中
学
校
の
頃
で
す
の
で
、
よ
く
覚
え
て

お
り
ま
す
。
ナ
フ
シ
ャ
の
滑
走
路
で
し
た
。

向
こ
う
の
場
所
は
、
石
が
ご
ろ
ご
ろ
出
た
、

非
常
に
荒
れ
地
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い

う
土
地
を
き
れ
い
に
整
備
し
て
滑
走
路
が

で
き
た
と
い
う
こ
と
で
、
多
良
間
で
は
村

民
願
望
の
滑
走
路
と
し
て
大
き
な
喜
び
と

期
待
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
頃
の

村
長
、
そ
し
て
議
長
の
思
い
は
、
村
民
の

気
持
ち
を
代
表
し
て
こ
の
ラ
ン
パ
ー
ト
の

碑
に
感
謝
の
心
を
表
し
た
の
で
は
な
い
か

と
い
う
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今

現
在
は
文
化
財
と
し
て
の
指
定
は
あ
り
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
ど
う
い
う
ふ
う
な
位
置

づ
け
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
、
私
も
申
し

上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
辺
は
、
今
後
ど

う
い
う
位
置
づ
け
で
活
用
し
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
を
こ
の
文
化
財
に
関
わ
る
人
た

ち
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
進
め
る
べ
き
か

な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

要
望

　
こ
れ
か
ら
先
、
雑
木
林
に
飲
み
込
ま
れ

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
の
で
、

工
事
の
進
行
を
見
な
が
ら
保
全
の
ほ
う
も

進
め
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
記
念
碑
の
場

所
は
草
地
造
成
が
完
成
す
れ
ば
真
ん
中
あ

た
り
に
な
る
の
で
、
遊
歩
道
的
な
道
も
必

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
。
私
も
何
名
か

の
方
に
ラ
ン
パ
ー
ト
高
等
弁
務
官
っ
て
分

か
り
ま
す
か
と
質
問
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

分
か
ら
な
い
と
い
う
方
が
多
か
っ
た
。
50

代
か
ら
上
の
方
し
か
、
ラ
ン
パ
ー
ト
高
等

弁
務
官
が
来
島
し
て
こ
う
い
っ
た
滑
走
路

を
造
っ
た
と
い
う
こ
と
は
分
か
ら
な
い
の

で
は
。
多
良
間
空
港
が
開
港
し
た
記
念
碑

だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
こ
れ
は
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
小
・
中
学
生
の

課
外
授
業
の
一
環
で
活
用
し
て
も
ら
い
、

周
知
し
て
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

問

普
天
間
線
代
替
道
路

新
設
に
つ
い
て

答

関
係
機
関
と
の

調
整
必
要

問

ラ
ン
パ
ー
ト
高
等
弁
務

官
の
碑
の
保
全
は

答

こ
の
文
化
財
に
関
わ
る

人
達
の
意
見
も
聞
き
な

が
ら
進
め
る

豊
と

見
み

山
や ま

 常
つ ね

和
か ず

　議員垣
か き  は な

花 幸
ゆ き の り

徳　議員

現在のランパート記念碑現在のランパート記念碑
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災
害
発
生
時
の
避
難
に
つ
い
て

　
今
年
一
月
十
五
日
に
南
太
平
洋
の
ト
ン

ガ
王
国
で
海
底
火
山
の
大
規
模
噴
火
が
起

こ
り
、
鹿
児
島
県
の
奄
美
群
島
と
ト
カ
ラ

列
島
に
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
多
良
間
村
で
も
翌
十
六

日
夜
中
に
J
ア
ラ
ー
ト
の
大
き
な
警
報
音

と
音
声
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。
村
内
で
も

村
民
多
数
が
避
難
を
し
た
。
振
り
返
っ
て

み
れ
ば
、
早
急
に
解
決
す
べ
き
様
々
な
課

題
が
あ
っ
た
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
急
遽
避
難
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
案

が
発
生
し
た
場
合
、
当
然
そ
の
時
間
帯
や

曜
日
に
よ
っ
て
避
難
方
法
が
異
な
る
こ
と

は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
例
え
ば
高
齢
者

に
関
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
高
齢
者

と
一
言
で
言
っ
て
も
様
々
な
状
況
の
方
々

が
い
る
。
若
い
世
代
と
同
居
さ
れ
て
い
る

方
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
独
居
の
方
、

ま
た
ご
自
身
で
車
を
運
転
し
て
移
動
で
き

る
方
か
ら
、
支
援
が
な
い
と
自
宅
か
ら
出

る
こ
と
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
方
、
耳
が
不

自
由
だ
っ
た
り
、
日
本
語
が
不
自
由
だ
っ

た
り
の
理
由
で
、
放
送
内
容
が
正
し
く
伝

わ
ら
な
い
方
々
。
多
良
間
で
は
誰
が
ど
こ

で
ど
の
よ
う
な
家
族
形
態
で
生
活
し
て
い

る
の
か
大
方
分
か
っ
て
い
る
。
例
え
ば
そ

れ
が
リ
ス
ト
化
さ
れ
て
い
て
、
支
援
対
象

者
や
そ
の
方
々
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
在
り
方

な
ど
が
、
役
場
内
部
だ
け
で
は
な
く
、
各

区
の
区
長
や
役
員
、
消
防
団
と
い
っ
た
地

域
支
援
の
柱
と
な
ら
れ
て
い
る
方
々
と
情

報
共
有
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

住
民
福
祉
課
長

　
昼
間
、
萌
木
の
里
の
職
員
は
利
用
者
の

方
々
と
一
緒
に
避
難
訓
練
等
は
行
っ
て
い

ま
す
。

　
地
震
や
津
波
と
い
う
前
に
、
台
風
災
害
、

台
風
が
直
撃
し
ま
す
。
ま
た
強
い
台
風
が

来
る
と
い
う
場
合
は
、
あ
る
程
度
要
保
護

者
、
要
支
援
を
必
要
と
す
る
独
り
暮
ら
し
、

老
々
高
齢
者
、
そ
う
い
っ
た
方
々
は
誰
々

が
対
応
で
き
る
と
い
う
情
報
共
有
は
、
民

生
委
員
も
含
め
て
社
協
の
皆
さ
ん
も
一
緒

に
や
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
ま
た
毎
年

見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

関
係
機
関
と
も
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

質
問

　
消
防
団
の
皆
さ
ん
や
、
各
部
落
の
区
長

や
役
員
の
皆
さ
ん
に
は
普
段
か
ら
情
報
の

共
有
を
し
て
お
か
な
い
と
、
災
害
が
起
き

た
と
き
に
は
対
応
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
う
。
正
確
な
リ
ス
ト
を
つ
く
っ

て
、
ぜ
ひ
日
頃
の
訓
練
に
も
生
か
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　
又
、
多
く
の
人
が
避
難
し
た
八
重
山
遠

見
台
に
は
、
十
分
な
明
か
り
も
、
多
く
の

人
が
冬
場
の
夜
中
の
寒
さ
を
し
の
げ
る
よ

う
な
建
物
も
な
く
、
ト
イ
レ
も
使
用
で
き

な
い
状
況
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
指
定

緊
急
避
難
場
所
で
あ
り
な
が
ら
、
高
齢
者

や
乳
幼
児
と
い
っ
た
社
会
的
弱
者
を
保
護

し
た
り
、
非
常
食
を
備
蓄
す
る
建
物
も
な

い
現
状
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
村
長
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
安
心
・
安
全
な
場
所

と
し
て
構
築
し
て
い
こ
う
と
お
考
え
な

の
か
。

村
長

　
避
難
に
は
一
番
は
ト
イ
レ
、
そ
れ
か
ら

休
む
場
所
、
シ
ャ
ワ
ー
が
必
要
だ
と
い
わ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の

が
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
今
後
真
剣

に
、
そ
し
て
事
業
的
に
ど
う
い
う
事
業
が

で
き
る
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り

ま
す
。

要
望

　
平
時
の
今
こ
そ
、
住
民
み
ん
な
が
顔
見

知
り
で
あ
る
と
い
う
多
良
間
の
強
み
を
最

大
限
活
用
し
た
強
固
な
相
互
扶
助
の
組
織

の
整
備
を
早
急
に
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
す
る
。

問

災
害
発
生
時
の
避
難
は

答

関
係
機
関
と

共
有
し
て
い
き
た
い

豊
と

見
み

城
し ろ

 玄
げ ん

弘
こ う

　議員

令和4年 第1回定例会審議結果
審議した件名 概　要 結　果

令和3年度多良間村一般会計歳入歳
出予算の補正について

歳入歳出予算額から1億2,659万8,000円を減額し、総額39億
5,228万9,000円とする。 原案可決

令和3年度多良間村国民健康保険事業
特別会計歳入歳出予算の補正について

歳入歳出予算額から788万4,000円を減額し、総額1億4,959万
1,000円とする。 原案可決

令和3年度簡易水道事業特別会計歳
入歳出予算の補正について 歳入歳出予算額は増減なしとする。 原案可決

令和3年度介護保険特別会計歳入歳
出予算の補正について

歳入歳出予算額から985万6,000円を減額し、総額1億3,778万
9,000円とする。 原案可決

令和3年度後期高齢者医療特別会計
歳入歳出予算の補正について

歳入歳出予算額から400,000万円を減額し、総額1,102万9,000
円とする。 原案可決

令和4年度多良間村一般会計歳入歳
出予算について 歳入歳出予算額を31億1,614万3,000円と定める。 原案可決

令和4年度多良間村国民健康保険事
業特別会計歳入歳出予算について 歳入歳出予算額を1億2,613万9,000円と定める。 原案可決

令和4年度多良間村簡易水道事業特
別会計歳入歳出予算について 歳入歳出予算額を1億231万3,000円と定める。 原案可決

令和4年度多良間村介護保険特別会
計歳入歳出予算について 歳入歳出予算額を1億2,465万2,000円と定める。 原案可決

令和4年度多良間村後期高齢者医療
特別会計歳入歳出予算について 歳入歳出予算額を1,034万7,000円と定める。 原案可決

多良間村消防団員の定員、任免、給
与、服務等に関する条例の一部を改正
する条例について

国の指導の下、消防団員の処遇を改善することにより、消防団員の活
動、入団を促進するとともに、その継続的な活動の維持を図ることを目的
として、報酬及び費用弁償の額を引き上げるため、改正するものである。

原案可決

多良間村固定資産税の課税免除に関す
る条例の一部を改正する条例について

関係法令の失効及び制定に伴い、併せて、過疎地域の持続的発展
支援に関する特別措置法第24条の地方税の課税免除又は不均一
課税に伴う措置が適用される場合等を定める省令（令和3年法律第
19号）が施行、規定に基づき整備し、用語の規定を整理するため。

原案可決

固定資産評価審査委員会委員の選任
について 住所：多良間村塩川、氏名：嘉味田 玄常 原案可決

高瀬第2地区土地改良事業（区画整理）
の施行について

多良間村農業村整備事業管理計画に基づき、高瀬第2地区の土地
改良事業（区画整理）を施行し同地域の農業生産の向上を図る。 原案可決

村道路（フタツガー線）の認定について 道路整備事業により整備したいので村道として認定したい。 原案可決
多良間村過疎地域持続的発展計画の
策定について

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置が制定されたことに伴
い、多良間村過疎地域持続的発展計画を策定しようとするものである。 原案可決

令和４年度沖縄県町村土地開発公社
事業計画書について 令和４年度の事業報告をする。 報告

多良間村議会会議規則の一部を改正
する規則について

議員活動と家庭生活との両立支援策をはじめ、男女の議員が活動しや
すい環境整備の一環として、出産、育児、介護など議員として活動する
に当たっての諸要因に配慮するため、育児、介護など議会への欠席事由
を整備するとともに、出産については母性保護の観点から出産に係る産
前・産後の欠席期間を規定するものである。また、請願者の利便性の向
上を図るため、議会への請願手続きについて、請願者に一律に求めてい
る押印の義務付けを見直し、署名又は記名押印に改めるものである。

原案可決

審議結果を多良間村公式HPで
確認できます。
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災
害
発
生
時
の
避
難
に
つ
い
て

　
今
年
一
月
十
五
日
に
南
太
平
洋
の
ト
ン

ガ
王
国
で
海
底
火
山
の
大
規
模
噴
火
が
起

こ
り
、
鹿
児
島
県
の
奄
美
群
島
と
ト
カ
ラ

列
島
に
津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
多
良
間
村
で
も
翌
十
六

日
夜
中
に
J
ア
ラ
ー
ト
の
大
き
な
警
報
音

と
音
声
が
鳴
り
響
き
ま
し
た
。
村
内
で
も

村
民
多
数
が
避
難
を
し
た
。
振
り
返
っ
て

み
れ
ば
、
早
急
に
解
決
す
べ
き
様
々
な
課

題
が
あ
っ
た
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
急
遽
避
難
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
案

が
発
生
し
た
場
合
、
当
然
そ
の
時
間
帯
や

曜
日
に
よ
っ
て
避
難
方
法
が
異
な
る
こ
と

は
容
易
に
想
像
で
き
る
。
例
え
ば
高
齢
者

に
関
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
高
齢
者

と
一
言
で
言
っ
て
も
様
々
な
状
況
の
方
々

が
い
る
。
若
い
世
代
と
同
居
さ
れ
て
い
る

方
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
独
居
の
方
、

ま
た
ご
自
身
で
車
を
運
転
し
て
移
動
で
き

る
方
か
ら
、
支
援
が
な
い
と
自
宅
か
ら
出

る
こ
と
す
ら
ま
ま
な
ら
な
い
方
、
耳
が
不

自
由
だ
っ
た
り
、
日
本
語
が
不
自
由
だ
っ

た
り
の
理
由
で
、
放
送
内
容
が
正
し
く
伝

わ
ら
な
い
方
々
。
多
良
間
で
は
誰
が
ど
こ

で
ど
の
よ
う
な
家
族
形
態
で
生
活
し
て
い

る
の
か
大
方
分
か
っ
て
い
る
。
例
え
ば
そ

れ
が
リ
ス
ト
化
さ
れ
て
い
て
、
支
援
対
象

者
や
そ
の
方
々
へ
の
サ
ポ
ー
ト
の
在
り
方

な
ど
が
、
役
場
内
部
だ
け
で
は
な
く
、
各

区
の
区
長
や
役
員
、
消
防
団
と
い
っ
た
地

域
支
援
の
柱
と
な
ら
れ
て
い
る
方
々
と
情

報
共
有
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

住
民
福
祉
課
長

　
昼
間
、
萌
木
の
里
の
職
員
は
利
用
者
の

方
々
と
一
緒
に
避
難
訓
練
等
は
行
っ
て
い

ま
す
。

　
地
震
や
津
波
と
い
う
前
に
、
台
風
災
害
、

台
風
が
直
撃
し
ま
す
。
ま
た
強
い
台
風
が

来
る
と
い
う
場
合
は
、
あ
る
程
度
要
保
護

者
、
要
支
援
を
必
要
と
す
る
独
り
暮
ら
し
、

老
々
高
齢
者
、
そ
う
い
っ
た
方
々
は
誰
々

が
対
応
で
き
る
と
い
う
情
報
共
有
は
、
民

生
委
員
も
含
め
て
社
協
の
皆
さ
ん
も
一
緒

に
や
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
ま
た
毎
年

見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

関
係
機
関
と
も
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

質
問

　
消
防
団
の
皆
さ
ん
や
、
各
部
落
の
区
長

や
役
員
の
皆
さ
ん
に
は
普
段
か
ら
情
報
の

共
有
を
し
て
お
か
な
い
と
、
災
害
が
起
き

た
と
き
に
は
対
応
で
き
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
う
。
正
確
な
リ
ス
ト
を
つ
く
っ

て
、
ぜ
ひ
日
頃
の
訓
練
に
も
生
か
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

　
又
、
多
く
の
人
が
避
難
し
た
八
重
山
遠

見
台
に
は
、
十
分
な
明
か
り
も
、
多
く
の

人
が
冬
場
の
夜
中
の
寒
さ
を
し
の
げ
る
よ

う
な
建
物
も
な
く
、
ト
イ
レ
も
使
用
で
き

な
い
状
況
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
指
定

緊
急
避
難
場
所
で
あ
り
な
が
ら
、
高
齢
者

や
乳
幼
児
と
い
っ
た
社
会
的
弱
者
を
保
護

し
た
り
、
非
常
食
を
備
蓄
す
る
建
物
も
な

い
現
状
を
、
今
後
ど
の
よ
う
に
村
長
が

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
安
心
・
安
全
な
場
所

と
し
て
構
築
し
て
い
こ
う
と
お
考
え
な

の
か
。

村
長

　
避
難
に
は
一
番
は
ト
イ
レ
、
そ
れ
か
ら

休
む
場
所
、
シ
ャ
ワ
ー
が
必
要
だ
と
い
わ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の

が
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
今
後
真
剣

に
、
そ
し
て
事
業
的
に
ど
う
い
う
事
業
が

で
き
る
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り

ま
す
。

要
望

　
平
時
の
今
こ
そ
、
住
民
み
ん
な
が
顔
見

知
り
で
あ
る
と
い
う
多
良
間
の
強
み
を
最

大
限
活
用
し
た
強
固
な
相
互
扶
助
の
組
織

の
整
備
を
早
急
に
進
め
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
す
る
。

問

災
害
発
生
時
の
避
難
は

答

関
係
機
関
と

共
有
し
て
い
き
た
い

豊
と

見
み

城
し ろ

 玄
げ ん

弘
こ う

　議員

令和4年 第1回定例会審議結果
審議した件名 概　要 結　果

令和3年度多良間村一般会計歳入歳
出予算の補正について

歳入歳出予算額から1億2,659万8,000円を減額し、総額39億
5,228万9,000円とする。 原案可決

令和3年度多良間村国民健康保険事業
特別会計歳入歳出予算の補正について

歳入歳出予算額から788万4,000円を減額し、総額1億4,959万
1,000円とする。 原案可決

令和3年度簡易水道事業特別会計歳
入歳出予算の補正について 歳入歳出予算額は増減なしとする。 原案可決

令和3年度介護保険特別会計歳入歳
出予算の補正について

歳入歳出予算額から985万6,000円を減額し、総額1億3,778万
9,000円とする。 原案可決

令和3年度後期高齢者医療特別会計
歳入歳出予算の補正について

歳入歳出予算額から400,000万円を減額し、総額1,102万9,000
円とする。 原案可決

令和4年度多良間村一般会計歳入歳
出予算について 歳入歳出予算額を31億1,614万3,000円と定める。 原案可決

令和4年度多良間村国民健康保険事
業特別会計歳入歳出予算について 歳入歳出予算額を1億2,613万9,000円と定める。 原案可決

令和4年度多良間村簡易水道事業特
別会計歳入歳出予算について 歳入歳出予算額を1億231万3,000円と定める。 原案可決

令和4年度多良間村介護保険特別会
計歳入歳出予算について 歳入歳出予算額を1億2,465万2,000円と定める。 原案可決

令和4年度多良間村後期高齢者医療
特別会計歳入歳出予算について 歳入歳出予算額を1,034万7,000円と定める。 原案可決

多良間村消防団員の定員、任免、給
与、服務等に関する条例の一部を改正
する条例について

国の指導の下、消防団員の処遇を改善することにより、消防団員の活
動、入団を促進するとともに、その継続的な活動の維持を図ることを目的
として、報酬及び費用弁償の額を引き上げるため、改正するものである。

原案可決

多良間村固定資産税の課税免除に関す
る条例の一部を改正する条例について

関係法令の失効及び制定に伴い、併せて、過疎地域の持続的発展
支援に関する特別措置法第24条の地方税の課税免除又は不均一
課税に伴う措置が適用される場合等を定める省令（令和3年法律第
19号）が施行、規定に基づき整備し、用語の規定を整理するため。

原案可決

固定資産評価審査委員会委員の選任
について 住所：多良間村塩川、氏名：嘉味田 玄常 原案可決

高瀬第2地区土地改良事業（区画整理）
の施行について

多良間村農業村整備事業管理計画に基づき、高瀬第2地区の土地
改良事業（区画整理）を施行し同地域の農業生産の向上を図る。 原案可決

村道路（フタツガー線）の認定について 道路整備事業により整備したいので村道として認定したい。 原案可決
多良間村過疎地域持続的発展計画の
策定について

過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置が制定されたことに伴
い、多良間村過疎地域持続的発展計画を策定しようとするものである。 原案可決

令和４年度沖縄県町村土地開発公社
事業計画書について 令和４年度の事業報告をする。 報告

多良間村議会会議規則の一部を改正
する規則について

議員活動と家庭生活との両立支援策をはじめ、男女の議員が活動しや
すい環境整備の一環として、出産、育児、介護など議員として活動する
に当たっての諸要因に配慮するため、育児、介護など議会への欠席事由
を整備するとともに、出産については母性保護の観点から出産に係る産
前・産後の欠席期間を規定するものである。また、請願者の利便性の向
上を図るため、議会への請願手続きについて、請願者に一律に求めてい
る押印の義務付けを見直し、署名又は記名押印に改めるものである。

原案可決

審議結果を多良間村公式HPで
確認できます。
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村
議
会
だ
よ
り

多
良
間
村

編
集
後
記

春
め
い
た
季
節
も
過
ぎ
、い
よ
い

よ
夏
本
番
へ
と
近
づ
い
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、コ
ロ
ナ
禍
は
、治
ま

る
気
配
を
み
せ
ず
、全
国
的
に
は
、

ま
す
ま
す
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

よ
う
で
す
。そ
し
て
、こ
の
島
に
も

ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
お
り
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。み
ん

な
で
協
力
し
２
度
と
発
生
の
な
い

よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、

島
の
２
大
祭
り
で
あ
る
ス
ツ
ウ
プ

ナ
カ
が
盛
大
に
、楽
し
く
行
わ
れ

る
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

議
会
広
報
委
員
長

豊
見
山
　常
和

表
紙
写
真
の
紹
介

３
月
12
日
、中
学
校
卒
業
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。卒
業
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。多
良
間
村
は
、高
校

が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
７
名
の
生
徒

が
15
の
旅
立
ち
を

し
ま
し
た
。

事
務
局
人
事

４
月
１
日
に
辞
令
交
付
が

あ
り
、仲
間
智
也
さ
ん
が

議
会
事
務
局
長
代
行
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。円
滑
な

議
会
運
営
が
で
き
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

亀
川
竜
矢
さ
ん

土
木
建
設
課
へ
異
動

安
里
姫
花
さ
ん

教
育
委
員
会
へ
異
動

3
月
11
日
に
議
場
に
て
、
沖

縄
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
か

ら
森
山
実
夫
議
員
に
自
治
功
労

の
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

福
嶺
常
夫
議
長
が
代
読
を
務

め
ま
し
た
。

森
山
実
夫
議
員
は
、
2
期

（
8
年
）
に
わ
た
り
、
多
良
間

村
議
長
を
務
め
ま
し
た
。

福
嶺
常
夫
議
長
か
ら
の
挨
拶

長
年
に
わ
た

り
、議
会
活
動
に

専
念
さ
れ
、村
の

発
展
と
村
民
の
福

祉
向
上
に
尽
力
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

村
議
会
議
長
を
歴
任
し
、議
会
の
円
滑
な
運
営

と
議
会
改
革
に
努
め
、議
会
権
能
を
発
揮
さ

れ
、村
の
農
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
そ
の
功
績

は
、地
域
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。森

山
実
夫
氏
の
更
な
る
、活
躍
、取
り
組
み
を
お

願
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

森
山
実
夫
議
員
か
ら
の
挨
拶

こ
の
度
は
、か

く
も
栄
え
あ
る
表

彰
の
栄
に
浴
し
、

誠
に
光
栄
に
存
じ

ま
す
。こ
の
感
激

を
肝
に
銘
じ
決
意

を
新
た
に
し
て
、な
お
一
層
の
努
力
を
決
意
し

て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。今
後
と
も
皆
様
の

ご
指
導
、ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。そ
し
て
、村
民
の
皆
様
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議 会 ト ピ ッ ク

2022 年 3月定例会

自治功労者の表彰


